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ご 案 内

「溶接・接合をめぐる最近の動向」第Ⅱ部の再構成について

溶接学会誌では，「溶接・接合をめぐる最近の動向」と題して，第Ⅰ部 溶接界の動き，

第Ⅱ部 溶接・接合工学の最近の動向，または，産業界の最近の動向と溶接工学，第Ⅲ部 

研究委員会・研究会の動向からなる記事を毎年第 5 号に掲載してまいりました．

このたび，溶接・接合工学の主たる応用分野である産業界の動向についてより焦点を

絞るべく，第Ⅱ部を再構成することにいたしました．具体的には下表に示すように，こ

れまでの分類との継続性も考慮しながら，溶接・接合に関連する産業分野を大きく 5 つ

に大別し，これらに関する動向記事を 5 年間にわたって順次掲載する形式となります．

これにより，各産業分野の動向についてより充実した内容をお届けできるものと考えて

おります．今後の内容にどうぞご期待ください．

掲載年次 産業分野 掲載巻号

1 年目 Ⅰ 材料技術 第 94 巻（2025）5 号（本号）

2 年目 Ⅱ 溶接・接合及び関連機器 第 95 巻（2026）5 号（予定）

3 年目 Ⅲ-1 構造製作（1） 第 96 巻（2027）5 号（予定）

4 年目 Ⅲ-2 構造製作（2） 第 97 巻（2028）5 号（予定）

5 年目
Ⅳ 品質保証と管理

第 98 巻（2029）5 号（予定）
Ⅴ 溶接関連規格等

29溶接学会誌　第 94 巻（2025）第 5 号
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